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マイクロ波通信

第３回　金星
連載・今月の一枚

チューリップと天文教室
天文台の春の一日

M82 M81

チューリップ園のせいか、いつもより平均年齢が高め？（上）
わかりやすい説明図を用意して解説する小澤研究員（下）

　去る４月15日（日）、美里町内を
走る国道370号線は、１km近い渋滞
を生じていました。私が知る限り、
美里町内でのこれほどの渋滞は、
1998年のしし座流星群の夜、天文
台へ登る車の列が、国道までつな
がっていたとき以来です。今回、渋
滞の先頭は、美里チューリップ園
で、今年はＴＶや雑誌で大きく取り
上げられたこともあり、他府県ナン
バーの車がでいっぱいでした。
チューリップ園は、町民有志が自主
的に始めたものですが、今では町を
代表する大イベントになりました。
天文台がオープンして６年、町民の
方々も頑張ってます。我々も より
一層頑張らないといけませんね。
　天文台は、その日、小澤研究員の
解説による「銀河と銀河団」という
テーマの天文教室が行われていまし

た。小澤研究員は、天文台スタッフ
の中でも、105cm望遠鏡を使った観
測を一番熱心に取り組んでいます。
その成果あって、解説に使っていた
スライドの多くの写真はオリジナル
の画像を利用していました。右の写
真だけでは、その完成度をお伝えす
ることは無理ですが、１回きりの天
文教室で終わってしまうのはもった
いないほどでした。
　公開天文台は、ある意味、博物館
のような施設です。博物館の大切な
使命にオリジナルな資料の収集活動
がありますが、今回の天文教室を後
ろで聴講していて、みさと天文台に
も、ようやくオリジナル資料が充実
してきたなぁと感じることができま
した。また、別の機会で研究員の方
から紹介があると思いますが、他に
も興味深いデータ収集活動が進めら
れています。これから益々おもしろ
くなるみさと天文台です！
　　　　　　　　　（尾久土正己）

　今月の一枚は組み写真のご紹介で
す。先月のMpcでも紹介されていた
ように、３月の天文教室では「金
星」を取り上げました。この写真は
天文教室で使用したものに新たな画
像を付け加えたものです。
　金星は月のように時期に応じて見
た目の形を変える天体です。しかも
形だけでなく、見かけの大きさも変
化します。しかし多くの星と同じよ
うに金星の見かけの大きさは小さい
ため、日常で形の変化を実感するこ
とはほとんどありません。天文教室
では皆さんに金星の見え方の変化を
実感してもらうため、様々な時期の
写真を用意することを決め、準備と
して、今年の初めから金星の撮影を
始めました。
　金星の形の変化は月と比べると
ゆっくりしているので、毎日毎日写
真を撮る必要はありません。そうい
う意味では、晴天率が三日に一日程
度の日本で観測しても、鑑賞に堪え

うるデータが十分に取れるのです。
そこで私は１週間あるいは２週間に
一度の観測を想定していたのです
が、それがかえって、ずぼらな私を
苦しめました。間隔があくと観測の
タイミングを忘れる、観測したい時
期に集中的に曇る、うっかり休暇を
いれてしまう、などなど諸事情で
データが取れないこともしばしばで
した。私の苦労話はさておき。
　その結果、天文教室の頃までの

「宵の明星」として見えている時期
に、１月21日から約２週間おきで
（天文教室の当日を含め、たった）
４枚だけしか取得できませんでし
た。その後、３月末に「内合」を経
た金星は、現在、「明けの明星」と
して見えています。これらの言葉の
説明は３面の関連記事に譲ります。
　上の写真を見ていただくと、３月
末を境に見える形が逆になることが
お分かりになると思います。これか

ら想像できるように、今後も定期的
に撮影を続ければ、これまでの変化
を逆行するかのごとく、（しかし、
向きは反対に）どんどん膨らみなが
ら小さくなっていく金星の姿を捉え
ることができるはずです。天文教室
という目標を過ぎた今、さらにより
良い組み写真が完成できるか否か
は、今後いかに定期的に観測を続け
られるかにかかっています。乞うご
期待。

今年の「金星」。右の２枚で背景が明るいのは、金星が太陽に近く、空が明るいため。

（矢動丸泰）



波の伝わり方が影響を受けるので
す。電離に並ぶもう一つの影響は、
高エネルギーの放射や粒子が吸収さ
れ、熱になって、外層が膨張するこ
とです。大気外層は希薄なので熱容
量が小さく、太陽エネルギー全体か
ら見れば僅かな量でも容易に状態が
変化するのです。

　日本のX線天文衛星「あすか」
が、昨年、制御不能に陥って運用を
中止しました。ほぼ、予定の寿命を
全うしてはいましたが、たまたま次
期X線衛星の打ち上げが失敗した後
だったので、「あすか」に鞭打って
働いて貰おうかという考えもあった
から残念な事態でした。しばらく前
に「お騒がせした」ロシアの宇宙ス
テーション「ミール」の突入があり
ましたが、「あすか」の大気突入も
今年に入ってからでした。ちょう
ど、日本でのX線天文学の創始者で
ある小田稔先生のお亡くなられたの
と日が重なったのは因縁を感じさせ
ました。
　「あすか」を制御不能に陥れたの
は実は太陽活動でした。高度数百
kmの軌道のガス密度が地球外層の
膨張で増加したことが原因とされて
います。密度の増大による摩擦力が
大きくなったのです。太陽活動はこ
のように人工衛星の運用にも大き影
響を与えるのです。現在、人工衛星
は天文や地球の観測用だけでなく、
通信や気象、偵察やGPSというよう
に広範に現代生活に利用されていま
す。天文観測衛星の数は全体の１%
に満たない程度です。こういう現代
社会を日々支えている人工衛星の運
用には太陽活動の監視は、天気予報

これからのイベント予定

編集後記

連載　美里から宇宙へ
太陽と地球気候３

（佐藤文隆：京都大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

　デジタル工房のご利用は、町内在
住あるいは在職の方で説明会におい
て登録を済ませた方に限ります。今
月の説明会は、５月13日(日)午後２
時からです。もし説明会への参加が
困難な場合は電話でご相談下さい。

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数になどで臨機応変に変わりま
す。あらかじめご了承下さい。
観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜

開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻　午後７時15分、午後８
時、午後８時45分の３回（途中参加
はご遠慮下さい）

参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
３(木)～６(日)：月、春の星々、他
10(木)～13(日)：Ｍ３、Ｍ104、他
17(木)～20(日)：Ｍ３、Ｍ104、他
24(木)～27(日)：月、春の星々、他

５月の観望会の予定

昼間の施設見学について

11年、22年周期

フレアーと地球外層の変化
「あすか」の終末

デジタル工房説明会

★５月天文教室
　「山歩き」
日時：５月13日（日）（予定）
★６月天文教室
　「火星接近」
日時：６月10日（日）午後２時から
会場：みさと天文台　月の館
講演：尾久土 正己(みさと天文台長)
★特別観望会
　「部分月食観望会」
日時：７月５日（木）午後10時から
会場：みさと天文台 月の館・空の庭
★７月天文教室
日時：７月７日（土）（予定）

休館：毎週月曜日・毎月第一火曜日
開館時間：午後１時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分

マウンダー極小期

　天文教室はいずれも参加無料参加無料参加無料参加無料参加無料で
す。会場設営の都合がありますの
で、事前（２日前まで）にお申込
み下さると助かります。参加申
込、お問い合わせはみさと天文台
まで。なお事前申込は会場設営の
為ですので、飛び入りも大歓迎！

★子供の日特別企画
　「第６回世界サワガニ
　　　　　横歩き選手権大会」
　～ジャガイモ皮むきコンテストも復活～

　サワガニレースの季節がやってき
ました。今年は、ついにジャガイモ
皮むきコンテストも復活です！（お
昼はマキで炊いたごはんを予定）。
春の一日を、美里町の自然の中で
いっしょに遊んでみませんか？
日時：５月５日（土、子供の日）
　　　　午前10時から（予定）
会場：みさと天文台　空の庭、他
主催：さわがに健全育成協議会
参加費：自由（参加して下さった方
が自由に決めてください）
申込：要予約（電話またはメール）
さわがにエントリー数が60匹になり
次第、締め切らせて頂きます。

　気候変動の原因として公転軌道の
変化と氷河期の関係を見てきました
が、氷河期などの水の役割について
は後で戻ることにして、今回は、太
陽活動と気候の関わりを考えてみま
す。４月初めの新聞には、太陽活動
が活発化し、北米の高緯度地域での
ラジオ放送が一時途絶えたという
ニュースが出ていました。また短波
の漁業無線や航空機との無線などへ
の支障も心配されたようです。短い
このニュースが含んでいる豊富な科
学を急に語りたくなったのです。

　実は太陽活動は過去十年じょじょ
に高まってきて、現在、11年周期の
最大期に近づきつつあります。だか
ら大体のトレンドは予想どおりなの
ですが、ただ、爆発の起こるのが
「何月何日何時」とか「爆発の大き
さ」はすこしづつ違い完全には予想
できないのです。また地上での影響
の受け方は「爆発の時刻」と経度に
よって異なります。
　黒点活動と地磁気擾乱の関係やそ
の周期性は19世紀はじめからガウス
やフンボルトにより研究されまし
た。今世紀に入ってヘールは黒点の
磁場の強度と極性を測ることに成功
し、それによって11年毎に南北半球
での極性が逆転することが分かりま
した。したがって同じ状態に戻るに
は22年の周期という事になります。
ヘールとは、その後、ウイルソン
山、パロマ山の望遠鏡建設（資金集
めも）に情熱を傾けたアメリカの天
文学者です。

　何故11年や22年の周期かという
のは、太陽の自転の周期に関係して
います。しかし、太陽は地球のよう
な剛体回転ではなく、緯度によって
自転周期が違っています。大よその
見当は付いていますが、この黒点の
周期性は完全にはまだ分かっていま
せん。しかしこの課題はスキップし
て地球への影響の話しにいきます。

　黒点とは強い磁場がそこに発生し
ていることであり、表層での熱輸送
に寄与している対流が強い磁場で起
こりにくいのです。そのため周囲よ
り温度が低いので黒く見えるので
す。その磁場のエネルギーが他のエ
ネルギーに変わるのがフレアー（爆
発）とか呼ばれる現象です。だか
ら、黒点が優勢に成ったあとは、フ
レアーを頻発し、磁場が徐々に消え
ていきます。太陽からの定常的な放
射全体から見ればフレアーで発生す
るエネルギーはほんの僅かな部分で
す。放射の数万分の一のエネルギー
が爆発的に発生します。
　ところが、大事なのは、量的には
小さいがその形態が定常成分である
可視光ではなく、紫外線、高速粒子
群、プラズマ雲放出、電波放出と
いったもので放出されることです。
こうした成分は静穏な太陽では全体
の百万分の一程度であり、爆発時に
はその数十倍にもなります。
　太陽からの可視光以外のこうした
「放出物」は地球大気の外層の状態
を簡単に変えてしまいます。例え
ば、よく知られたオゾン層は紫外線
放射で出来ています。すなわち、原
子分子の電離の程度や電離層の状態
が大きく変わるのです。このため電

のように、大事な仕事になってき
て、「宇宙天気予報」などと呼ばれ
ています。

　太陽活動期には太陽風も多く噴出
して、太陽系空間を外向きのプラズ
マの流れが満たします。すると外か
ら太陽系内に浸透しようとする宇宙
線を押し返すかたちになります。こ
のため銀河系宇宙線の低エネルギー
成分は太陽活動期に減少するので
す。宇宙線は大気で核反応して中性
子が発生しそれが大気中の窒素に吸
収されて炭素14という炭素12のア
イソトープができます。これは
5370年でベータ崩壊しますが、こ
の崩壊と生成が大気中で平衡値にあ
ります。いったん光合成で二酸化炭
素の形で植物細胞に取り込まれると
炭素14は一方的に減り、平衡値以下
になるのです。そのことからその植
物が生きていた年代が測定できるの
です。
　一方、年代が他の方法で分かって
いる資料があるとその時代の中性子
の平衡値、すなわち宇宙線強度が分
かります。こうして西暦1300、
1500、1700年頃に極端に中性子が
多かったことが知られています。特
に1700年頃のマウンダー極小期の
ことは記録が揃っていて、実際、黒
点やオーロラが異常に少なかったの
です。また何れの場合も寒冷な気候
であったことが様々なかたちで記録
されています。しかし太陽活動や宇
宙線と気候のこうした関係はまだ上
手く説明できていません。

みさと天文台通信

 ５月のイベント

　先日の晴れた午後、天文台ロビー
が暑かったので入り口のドアを開け
放していたところ、めずらしいお客
さんがやって来ました（下写真）。
正装をして現れた彼（彼女）は、天
井近くの木に留まったりしていまし
たが、しばらく遊んだ後、帰って行
きました。吹く風も暖かくなり、
木々の緑も色を増しています。梅雨
前のこの時期はドライブなどに最適
ですよね。
あぁ、どこ
かにドライ
ブ行きたい
な。　(Y2)



　明け方の空に輝いている金星は、
５月５日が最大光度です。その後、
夏休みにかけて、東の空高くに昇っ
てゆきます。連休中、旅行先で早起
きをし、朝焼けの中に輝く金星を見
るのも良い想い出となるでしょう。

連載　今月の星空

　日　　　 天文現象

１日（火）　上弦
２日（水）　八十八夜
５日（土）　金星が最大光度、立夏
６日（日）　みずがめ座流星群極大
７日（月）　満月
15日（火）　下弦
21日（月）　小満
22日（火）　水星が東方最大離角
23日（水）　新月
30日（水）　上弦

「あなたの星」が見頃ですよ！

　今月のＭｐｃトップページ（今月
の一枚）には、矢動丸研究員撮影の
金星の写真があります。
　明けの明星、宵の明星と呼ばれる
金星。なぜ金星は、時に明け方に、
時に夕方にと、その見える時間を変
えるのでしょうか？
　今月の星空では、ゴールデン
ウィークからしばらくの間、暁の空
を照らす金星について、少し触れて
みたいと思います。

　金星が、私たち地球の兄弟の星で
あることは、皆さんもご存知のこと
でしょう。太陽を中心として回る惑
星は、私たちが住む地球を含めて９
つあります。
　地球より太陽に近いところを回る
惑星は、水星と金星です。この二つ
の惑星を、地球軌道の内側を回るこ
とから内惑星（ないわくせい）と呼
びます。それに対し、地球より外側
の軌道を回る火星、木星、土星、天
王星、海王星、冥王星を外惑星（が
いわくせい）と呼びます。
　内惑星は、地球より太陽に近いと
ころにいるため、地球から見るとい
つも太陽の近くに見えます。地球の
真夜中の空に、金星が訪れる事はあ
りません。（図１）

　友の会のみなさん、５月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

　金星は、地球より太陽に近いとこ
ろを回っています。太陽と地球の間
（内側）に金星が重なることを内合
（ないごう）と呼びます。
　逆に、金星が太陽の向こう側に回
り込み、金星、太陽、地球の順に重
なることを外合（がいごう）と呼び
ます。
　内合を過ぎた金星は、およそ５週
間後に最も明るく輝きます。この状

態を最大光度（さいだいこうど）と
呼びます。最大光度の金星は、昼間
の青空の中に見つけられるほどの明
るさです。
　さらに最大光度後約５週間で、最
大離角（さいだいりかく）となりま
す。最大離角の金星は、太陽から大
きく離れて見えるため、朝夕の薄明
の空で金星は見頃を迎えます。
　このように金星は、外合→（東
方）最大離角→最大光度→内合→最
大光度→（西方）最大離角→外合の
順に巡ってゆきます。（図２、表）
　金星が太陽を巡るのは、およそ
225日です。地球も太陽の周りを、
１周に１年（およそ365日）をかけ
回っています。金星も地球も共に
回っているため、地球から見た金星
の一周は、225日よりも長くなりま
す。およそ584日で、これを会合周
期（かいごうしゅうき）と呼びま
す。

明け方の空に輝く金星

内外合、最大光度、最大離角

内惑星

明けの明星、宵の明星

今月の金星

　太陽は毎日、東から昇り、南の空
を通り、西へ沈みます。昼間は明る
く、太陽の近くにいる金星を見つけ
るのは困難です。しかし、日が出る
前や日の沈んだ後は、空が薄暗闇に
覆われ、ギラギラと輝く金星を見つ
けることができます。朝夕にある薄
暗闇のどちらに金星が見えるかは、
太陽の東西どちらに金星がいるのか
で決まります。（図３）金星が太陽

より西側にいると、太
陽より先に金星が朝焼
けの空の中に昇りま
す。これが、明けの明
星です。逆に金星が太
陽より東にいると、太
陽が沈むにつれ暮れて
ゆく夕方の西の空で、
取り残された金星が姿
を露にします。これが
宵の明星です。このよ
うに金星は、その見え
る位置により、明けの
明星、宵の明星と呼ば
れ方が変わります。

　早起きが苦手な方は、昼間の金星
を探すのも良いでしょう。５月５日
の最大光度の頃には、昼間の青空の
中に見つけることができます。午前
９時半頃、正午に太陽がいる場所よ
り少し下（およそ15度）を探してみ
てください。青空にポツンと輝く金
星を見つけることができるかもしれ
ません。（小澤友彦）

　月　日

　１１７ 東方最大離角
　２２２ 最大光度
　３２８ 内合
　５　５ 最大光度
　６　８ 西方最大離角

表：今年の内外合、最大
光度、最大離角

図２：地球と金星の位置
　金星も地球も回るた
め、一列に並ぶのは584
日かかる。

図１：
各惑星の位置
　内惑星は太陽
の近くにいるた
め、夜中には見
えない。
　金星の位置に
より影の見え方
が違うため、満
ち 欠 け が 起 き
る。

図３：金星の見える時間と位置の関係
　太陽より西側にいる金星は明け方に、東側にい
る金星は夕方に見える。
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団体・出張講演

新入生あいさつ

この世の景色じゃなかった

豊増研究員放浪記

前中 宏之　職員

Misato 天文ダイアリー (3/16～4/15)

　今まで、陰ながらみさと天文台で
頑張って来ましたが、この度、人事
異動がありまして、美里町役場産業
課へ配属することになりました。こ
れから更に町の発展のため忙しくな
りますが、一つ一つ与えられた仕事
を大事にし、頑張っていきたいと思
います。みさと天文台で４年間、ど
うもお世話になりました。

　はじめまして。
　この度みさと天文台で、お世話に
なることになりました木村富美恵と
言います。これまでは空を見る事な
んてあまりなかったんですけど、今
は以前よりは、空を眺めることが多
くなり、空にも色んな表情があるん
だなと言う事が、分かったような気
がします。
　この辺は、空気や景色がすごくい

　はじめまして。この度の人事異動
により４月１日付でここ「みさと天
文台」に越して？来ました「前中
宏之」（まえなか ひろゆき）と申
します。ここに来る前はすぐ下の
「情報通信センター」という所にい
ましたので地理的には余り変りはあ
りませんが、業務日の違いなど休日
設定が前にいた所と少し違い、最初
はなかなか順応できませんでした。
しかし、それも最近では少し慣れて
きました。
　研究員の皆さんとは仕事の内容こ
そ違いますが、私も多分に漏れず幼
い頃は宇宙やその星に興味を持った
１人の少年でした。それがこんな縁

でここに来て星と触れ合う場所で仕
事が出来ることをとても嬉しく思っ
ています。
　通常、午前中は私１人しか居ない
ことが多いので寂しいですが、午後
からは研究員の方々や受付のおねえ
さん方が出勤されるのでにぎやかに
なります。
　これからは天文台に来られる方々
との触れ合いを楽しみにしていま
す。よろしくお願い致します。

▼左から、前中宏之職員、木村富美恵職員、新谷浩一郎職員です。

木村 富美恵　職員

いし、自然がいっぱいで、とてもい
い環境で働かせてもらってるのが毎
日うれしく思ってます。
　これからもがんばっていきますの
で、よろしくお願いします。
　皆様も是非天文台にお越し下さ
い。心からお待ちしています。

卒業生あいさつ
新谷 浩一郎　職員

　ついにオーロラを見てきました。
すごかった。動いてました！　聞い
てはいたけれど、ゆらゆらとカーテ
ンのように動いているのはもちろ
ん、見る見る活性化してきて、頭上
で爆発するようにウジャウジャ広が
る（オーロラ嵐）は、きれいとか言
うよりも、怖いくらいでした。

　オーロラは太陽から飛んできた粒
子が、地球の磁場に捉えられ、北極
と南極付近にあるオーロラ帯と呼ば
れる地域に降ってくるとき、地上
100km以上くらいの高さで地球の大

アラスカ・フェアバンクスでは、こ
の夜も気温は－20度以下でしたが、
オーロラが素晴らしすぎて、しばら
く寒さを忘れました（ビデオにも写
りましたので、動く様子はホーム
ページか天文台でどうぞ。）

気を発光させる現象で
す。流星とちょっと似
てます。北海道などで
も赤いオーロラが見ら
れるかもしれないと最
近ときどき聞かれます
が、それはおよそ11
年周期の太陽活動が、
今最も活発な時期にあ
たるためです。

　今回はさすがにアラスカなので
（以前のように野宿はできないと：
笑）放浪にしてはめずらしくツアー
を利用したのですが、それがまたパ
ワフルなお年寄り主体の超個性的な

グループであったため、予想もしな
かった友達ができるという、ツアー
ならではのおもしろさを発見しまし
た。ご協力いただいた皆様ありがと
うございました。　　（豊増伸治）

目で見たオーロラの色は、
ほとんどうす緑色でした。
下の方がピンクだったり、
空がなんとなく赤っぽかっ
たりということはあったの
ですが、写真を現像してみ
ると、目には見えなかった
色が鮮明に写ってました。

オーロラ帯

フェアバンクス

３月
16日：筑波大小川君帰る
17日：アラスカ旅行（～23日、　
　　豊）
22日：美星天文台五百蔵君来台
23日：パネルディスカッション＠
　　県立図書館（尾）、ミール落下
24日：CSI研究会＠広島（なんと地
　　震に遭遇！）（尾）、
　　ＤＶセミナー参加（小）
26日：天文学会＠千葉大（小、　
　　豊）、
　　パネルディスカッション＠県書
　　道会館（尾）
30日：遠隔教育ワークショップ＠
　　佐賀（尾）
31日：ＤＶＤセミナー参加（小）

４月
１日：エイプリルフール企画
　　「みさと天文台臨時台長任命」

３月
16日：三重県総合教育センター視
　　察
28日：兵庫県立洲本実業高等学校
　　東浦分校教諭視察
29日：近畿総合通信局部長来台、
　　川辺町ジュニアリーダークラブ
４月
13日：美里中学テレビ会議

３月
18日：連載「星からの贈りもの」　
　　（春はあけぼの）

25日：連載「星からの贈りもの」　
　　（X線天体）、
　　アドプレスト取材
４月
３日：KansaiWalker(2001.No8)　
　　（天文台）
７日：情報紙プレスト（天文台）
８日：連載「星からの贈りもの」　
　　（M101）
13日：美里中テレビ会議、和歌山放
　　送取材
15日：連載「星からの贈りもの」　
　　（太陽系外惑星）

　　インパクのホームページにて日
　　周運動の動画公開（小）
４日：お花見
　　研究指導＠国立天文台（小）
５日：火星観測開始（矢）、
　　県商工労働部（尾）
６日：さわがに検討会第１回（尾、
　　矢、豊）

９日：望遠鏡調整（小）
10日：大成高校美里分校入学式　
　　（尾、豊）
　　かじか荘理事会（尾）
11日：缶ジュース110円に値下げ
15日：天文教室

これは初代臨時台長の曲里さん。そのほか多
くの皆様、臨時台長お疲れさまでした！


